
（英文名称・略称）

邦　　貨 外貨１ 外貨２
（千　円） （千ドル） （千　　　）
①1,786,000

②275,867
①19,000
②2,935

100

‐ ‐ ‐
‐ ‐ ‐

当該年度の収入 90,496,000
１位 国連事務局（ＰＫＯ局） 11,909 16.7 当該年度の支出 64,258,000
２位 国連開発計画（途上国管理ｻｰﾋﾞｽ関連） 9,976 14.0 次年度への繰越 26,238,000
３位 国連開発計画（信託基金） 7,994 11.2
４位 アフガニスタン 4,209 5.9
５位 アルゼンチン 4,163 5.8

ポストの名称 職　員　氏　名 備　　考

（注２）我が国と各国とは会計年度が異なるため、拠出率については暦年となっている。
(注３）2010－2011年予算に基づく専門職員数

1米ドル = 94円

‐

①アフガニスタンにおける幹線道路雪害対策、地方の災害対策、カ
ブール市内橋梁整備
②クメール・ルージュ特別法廷のカンボジア人職員等に係る人件費や
運営費等

 　拠出上位５ヶ国・地域・機関等　（２０１０年）（注１）

(注１）ＵＮＯＰＳのパートナー(契約関係）上位リスト（国際機関経由の中には個別の各国拠出金も含まれる）。

必要に応じ，重要ポストの任期満了や空席情報を収集し、邦人の送り込みを行っていく予定。

 　当該機関重要ポストへの邦人職員送り込みについての具体的な計画

　　４　　　　人 　１４７　人

会計検査機関名

種　　　別

　所管官庁担当局課名

United Nation for Project Services（UNOPS）

（現在の構成員の出身国：英，中，南ア）

平成２１年度
‐

レート

UNOPSは，サービスを提供することにより得られる報酬でその運営をまかなう，国連機関の中で唯一独立採
算制を取る機関として，他の国連機関等の委託を受け，様々な分野にわたる開発ならびに緊急復興支援プ
ロジェクト等の管理・運営を専門に行っており，国連の追求する人道的・開発的目標に沿いつつも、費用対効
果の高いサービスの提供が可能。我が国は同機関の透明性の確保等の改革議論に執行理事会を通して参
加し，決定に関与してきた。

　拠出金名：国際連合プロジェクト・サービス機関拠出金

　最近３年間の我が国支払額及びＯＤＡ率

単   位
ODA率（％）

国際機関等の財政

平成２０年度

　　当該拠出金の目的・用途等

平成２２年度

金額
（千ドル）

国　　　　名
拠出率（注２）

（％）

国連会計検査委員会
（UN Board of Auditors)

外務省国際協力局地球規模課題総括課、国際協力局アフガニスタン
支援室、南部アジア部南東アジア第一課

 　国際機関等名
国連プロジェクト・サービス機関

　国連（事務局）　　　　　国連（基金・計画）　　　　　国連専門機関　　　　　その他　　　

　　邦人職員が占めている幹部ポスト

（２０１０年度決算）(米ドル）

２．７　　％

日本の順位、拠出率についてのデータは入手不能

　当該機関等に対する我が国としての評価
　（合理化、機能強化のための改革が行われているか，当該機関等の政策に対する我が国の意見の反映度を含む）

　うち　　０　人

　邦人職員数
　うち幹部以上

　当該機関全体の職員数(注3)
　及び邦人職員が占める率


